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資　料

カ ナ ダに お け る 「精神 薄弱」者施設入所者 の コ ミュ ニ テ ィ復帰の 構想 と方策

　　　　　一 1920 年代末か ら 1930 年代の オン タ リオ州立施設 を中心に一

下 司　優里

　本研究 の 目的は、1920年代末か ら 1930年代 の カ ナダ ・オ ン タ リオ州立 「精神薄弱」

者施設 にお ける入所者の コ ミュ ニ テ ィ復帰構想の 経緯 と内容を解 明す る こ とに よ り、

1960年代以 降の 脱施設化運 動を再考するための新 たな知見を得 るこ とで ある。 当時の

同州で は 、 精神科 医等の 専門家団体にお い て、「精神 薄弱」入所 施設の 隔離化や 生殖

防止の ため の断種法制定 に関する議論な ど 、 「精神薄弱」者をめ ぐり様 々 の 主張が存

在 して い た 。 州立施設長の マ ギーは、「精神薄弱」脅威論 と断種の 実施に対 して不支

持の 立場 を と り、同州断種法の 制定を阻止 した人物 であ っ た 。 彼 は 「精神薄弱」者の

施設収容の 限界 と社会的包括の 必要性 、 さ らに入所者が 施設外で生活する こ とに つ い

て訓練の有効性 と経済的効率性 を指摘 し、後任の ホーン と と もに 、
コ ミ ュ ニ テ ィ復帰

策 と して   地域生活を意図 した 施設内教育
・訓練 、   仮退所制度の 導入 、   コ ロ ニ

ー

の 設置 を行 っ た 。

キ
ー ・

ワ
ー ド ：カ ナダ

　　 　　　　 優生学

オ ン タ リオ州立 オ リ リ ア 施設 　「精神 薄弱」　 コ ミ ュ ニ テ ィ

工．は じめに

　 1．研 究の意義 と目的

　 カ ナダ ・オ ン タ リ オ州で は、1950年代 に結

成 され た 知 的 障 害 児 の 親 の 会 （the　Ontario

Association 　fbr　Retarded　Children，以 下 OARC ）

が 中心 と な っ て 、 1960年代 か ら脱施設化の 取

り組 み が加 速す る 。 そ し て 1970年代前後 か ら

は、入所施設の 解体 と知的障害者の 地域 コ ミ ュ

ニ テ ィ へ の 移行が 政策的 に進め られて きた 。

　先行研究 に よれ ば 、 OARC に よる脱施設化の

主張 の 根 拠 に は 、 第 二 次世界 大戦以 前の 「精

神 薄弱」者 施設保護収容策へ の 根強 い 批判が

あっ たとい う （Simmons，1982；Enns ＆ Neufeldt，

2003）。

東日本 国際 大学

　 しか しなが ら、実際の オ ン タ リオ州立施設で

は、必 ず しも 「精神薄弱」者の 総収容、あ る い

は恒久 （終生）保護の み が 目的 と して採用 され

て い た わ けで は な く、 む し ろ 1920年代末に は

一部の 入所者に対 して コ ミ ュ ニ テ ィ へ の 復帰 を

目的 と した方 策が試行 され て い た の で あ っ た

（Shea ［1970］144−161；Shea ［n ．d．］10−11）。 こ の

こ とは 、 戦後の 脱施設化の 主張に対する反証を

与え うるだ けで な く、 カナダ にお ける知的障害

者の 地域生 活移行の 初例が 20世紀前半に すで

にみ られ て い たこ とを示 して い る 。

　そ こで 本研究で は、1920年代 末か らユ930年

代の カナ ダ・オ ン タ リオ 州にお い て、「精神薄弱」

者の コ ミ ュ ニ テ ィ復帰策を模索 した、州立 オ リ

リ ァ 「精神薄弱」者施設 （the　Ontario　Hospital

for　Feeble −minded 　at　Orillia，以下オ リリ ア施設）

お よび同時期の 施設長に焦点を当て 、 なにゆえ
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に同施設 にお い て入 所者の コ ミュ ニ テ ィ復帰が

指向された の か 、 また 同施設の コ ミ ュ ニ テ ィ復

帰策の 内容 を明 らかにす る こ とを目的 とする 。

　本研究で とりあげる オ リリ ア施設 は 、 1876年

に国内で 初め て 開設され て か ら第二 次世界大戦

後 まで 、 唯
一

の 州立 「精神薄弱」専 門施設 で あ

り、 オ ン タ リオ州の み ならず カ ナ ダ 国内の 「精

神薄弱」者福祉の 展開に先駆的役割を果た して

きた 。 同施設 に お い て 1927年に 施設長 に就任

し た 医 師 の B ．T．マ ギ ー （Bernard　Thomas

McGhie
，

1889一ユ945）、お よび彼の 後任 とな る同

じ く医師の SJ ．W ．ホ
ー

ン （Sidney　James　Wood

Horne ，1896−1949）は、「精神 薄弱」者 の 施設

総収容 と施設内自立 を掲 げた前任者の J．P．ダウ

ニ ー
　（Joseph　Patrick　Downey ， 1865−1926）か ら

施 設 理 念 の 転換 をは か り、1920年代 末か ら

1930年代 にかけて 「精神薄弱」入所者 の コ ミ ュ

ニ テ ィ へ の復帰策を構想・導入 した の で あ っ た 。

　第二 次大戦以前の オ ン タリオ州 における 「精

神 薄弱」者施策お よび オ リリア施設に 関する歴

史研究 は、 本 国カ ナ ダ にお い て も多 くは な い 。

なかで もSimmons （1982）は、精神科医等の 専

門家や 女性 に よる 団体の 活動を分析 し、「精神

薄弱」者の 施設隔離保護運動 と補助学級設置運

動 の 展開に つ い て 論及 して い る 。 また 、 Stephen

（1995） お よび Enns　and 　Neufeldt（2003） は 20

世紀前半の 精神衛生 運動の 政策的展 開に関する

研 究の なかで 、 「精神 薄弱」者 の 施設処 遇 の 実

態 に言及 して い る．こ れ ら先行研究で は、20世

紀前半の 「精神薄弱」問題 に触れ なが ら、政府

や団体 の
一

次資料に基づ い て 当時の 「精神薄弱」

者処遇の実態が示 されて い る もの の、あ くまで

断片的な記述 に止 まる 。

　さ らに、Shea （1970；n ．d．）お よび Chupik　and

Wright （2006）は そ れぞ れ、オ リ リア施設 に焦

点を当てた 文献お よび論文を発表して い る 。 前

者 は 同施設の 開設か ら 1960年代 まで の 通史を 、

専 ら施 設 長 報告 と施設 職員 に 対 す る イ ン タ

ビ ュ
ーとい う限定的資料 を基 に、施設編年史 と

して ま とめ て い る。後者の 論文は、同施設が 「精

神薄弱 」者隔離収容策をと っ て い た 19ユ0年代

か ら 1920年代前半 まで に研 究対 象時期 を限定

して い る 。 したが っ て 、 本研 究で対象 とする 、

ユ920年代後半か ら 1930年代の 同施設にお け る

入所者の コ ミ ュ ニ テ ィ復帰策の 構想 と実態 に焦

点を 当て 、 そ の 時代的背景まで 含め て 追究 され

た研 究はない 。

　そ の た め、オ ン タ リオ州立 「精神薄弱」者施

設にお ける入所者の コ ミ ュ ニ テ ィ復帰構想の 経

緯 とその 方策を明らかにする こ とは 、 同州の 脱

施設化政策 を実体 的に検討す る うえで不可欠か

つ 重要で あ りなが ら未解明の 研究課題で ある と

い え る 。

　 2．研 究方法

　本研究で は 、 マ ギ
ー

が オ リリア施設長 に就任

する 1920年代後半か ら、同施設 にお ける 入所

者の コ ミ ュ ニ テ ィ復帰 策が導入 され る 1930年

代まで を主 な研究対象時期 とする。

　主資料 と して 、 オ リ リア 施設年次報告書お よ

び オ ン タ リオ州公文書館所蔵 の 同施設関係資料

に加 え 、 こ れまで人物研究の 観点で は ほ とん ど

検討され て こ なか っ た 、マ ギ
ー

お よびホ
ー

ン 施

設長 の 著書、論文、書簡を用 い 、入所者の コ ミ ュ

ニ テ ィ復帰が構想され た経緯 と意図、お よび内

容を 明 らか にす る 。 さら に時代 的背 景 と し て 、

カ ナ ダ公衆衛生協会 （the　Canadian　Public　Health

Association，以下 CPHA ）、 カ ナ ダ精神衛生協会

（the　Canadian 　National 　Committee 　for　Mental

Hygiene ， 以下 CNCMH ）、 お よび カ ナ ダ優 生学

協会 （Eugenics　Society　ofCanada ，以 下 ESC ）等、

同時期に 「精神薄弱」に 関する調査や 主張を行っ

て い た 団体の 機関誌等資料 を用 い て 、 当時の 「精

神薄弱」に関する 議論を整理 し、そ れ ら議論が

オ リ リ ア 施設にお ける 「精神薄弱」者処遇に与

えた影響に つ い て考察す る。

　 3．用語

　本研究は歴史研究で あり、 当時の 語意 ・概念

に立 脚 して分析 を行 うた め、「精神薄弱」等の

歴 史的用語 を用 い る。 また 、1930年代 当時の

オン タ リオ州議会施設局 における分類 に したが

い 、本 研 究 で は 総 称 と して の 「精 神 薄 弱 」

（feeble−minded ）を 、 最重度級 の 「白痴1 （idiot）、
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よ り軽度の 「痴愚」 （imbecile）、そ して最軽度

級の 「魯鈍」（morQn ）とし て 区別 し て 用 い る
11
（the

Hospital　Branch，ユ935）。

皿．1920 年代か ら 1930 年代オン タ 1丿オ州 に お

　　ける 「精神薄弱」者 をめ ぐる議論

　カナ ダにおい て 「精神薄弱」者の 処遇は、19

世紀末以降 、 精神科医 、 女性 団体 、 そ して 教育 ・

福祉 ・公衆衛生に従事する官吏によ っ て注 目さ

れて きた 政 策的課題 で あ っ た （細川 ［2009a］

2−3；細川 匚2009b］88）。

　1918年 に結 成 され た CNCMH2 ）

が 牽 引役 と

な っ て、「精神薄弱」者 と精神病 者 を主な標 的

と した精神衛生運動が 1910年代 後半か ら1930

年代 にか けて 高揚 し、ア ル バ ー
タ とブ リテ ィ ッ

シ ュ
・コ ロ ン ビ ア 両州で の 断種法制定へ とつ な

が っ た （細川 匚2008］167−172；Richardson匚1989］

4−5）。

　 1920年代 か ら 1930年代の オ ン タ リオ州で は、

CNCMH や ESC に よ り、 断種 こ そが精神病者や

「精神 薄弱」者 を含 む 「精神欠 陥」者の 増加 を

防止 し 、 犯罪 、 売春 、 貧 困、 不道徳 とい っ た社

会問題 を解決する
一

手段で ある と強 く主張 され

る ように なる 。 こ れは 、 20世紀転換 期 にア メ

リカ合衆国の 「精神薄弱」専門家間で隆盛する 、

「精神 薄弱」 を国家 の 社会的 、 経済 的 、 道徳的

繁栄 に とっ て の 重大な脅威 とみ なす 「精神薄弱」

脅威 論 と ま っ た く同 じ主 張 で あ っ た （中村

［2001］49−50）o

　 その 一方 で CPHA な どで は 、 「精神 薄弱 」者

の 隔離保護 と断種支持派の 論拠の ひ とつ で あっ

た 「精神薄弱」の 遺伝性 につ い て 疑 問を呈す る

と と もに 、 訓練 の 成果 と して の コ ミ ュ ニ テ ィ 生

活 の 可能性 に つ い て も発言がなされて い た の で

あ っ た 。

　1930年に発 足す る ESC は 、 断種 こ そ 「精神

薄弱」者 の 増加 を防止 し、社 会 問題 を解決す

る合理 的手段 で あ る とし、 と りわけ オ ン タ リ

オ 州政府 に対 して 西部 2 州 に追随し て断種法

を制定す る よう要 請す る活動 を強固 に推 進す

る　（Dowbiggin ［1997］183；Eugenics　Society　of

Canada，1935；細川 ［2009a］5，7；細 JI［，2010b）。

　すで に 1926年か ら活動 を開始 し て い た ESC

は 、 会員数 こそ 100人 を超える こ とは なか っ た

もの の （McLaren 匚1990ユll4）、そ の 執行部に

は複数の 専 門家や有力者 を擁 し て お り、 オ ン タ

リオ州政府や保健 関係者 に対する発言 は説得力

をもっ て い た 。

　オ ン タ リオ州ブ ラ ン トフ ォ
ー

ドの 医務官、W ．

ハ ッ トン （William　Hutton）を会長 と し、 同州キ ッ

チ ナ
ーの 実業家、A．R ．カ ウ フ マ ン （Alvin　Ratz

Kaufhlan）、　 CNCMH の 中心 メ ン バ ー
で もあっ た

精神科医 の C ．M ．ヒ ン ク ス （Clarence　Meredith

Hincks）、 カナ ダの 遺伝学界 に おける第
一

人者

の M エ マ ッ ク リン （Madge 　Thurlow　Macklin）、

トm ン ト精神病院初代院長 の C ．B ．フ ァ
ー

ラ
ー

（Clarence　B ．　Farrar）、そ して判事 の D ．B ，ハ ー
ク

ネス （D ．B ．　Harkness） らを中枢として 、その ほ

か医師や 社会事 業家 な ど の 実践家 もESC の 会

員に含まれ て い た （Dowbiggin ［1997］183−184；

細　川 ［2010b］214−215；MoLaren 匚1990］ll3−

114）。

　な か で もカ ウ フ マ ン は、1933年か ら 1938年

まで トロ ン ト避妊 ク リニ ッ ク （the・Toronto　Birth

Control　Clinic）を 、 また キ ッ チ ナーに親情報事

務局 （the　Parents　
’
Information・Bureau）を設置 し

て 、 低所得の 人 々 に安価な避妊具 を提供する
一

方 、 自身 は 熱 心 な 断 種 支持 者 で も あ っ た

（McLaren 匚1990］114−116；McLaren ＆ McLaren

［ユ997］92−123）。

　 さらに 、 ア メ リカ合衆国で も名声を博 して い

たフ ァ
ー

ラ
ー

の加入 は、ESC に とっ て予想外の

幸運で あ っ た 。 彼 は 「精神薄弱」の ほ とん どが

遺伝に よる もの で ある とみ な し、「断種に よ り、

多 くの 州 が直面 して い る （「精神 薄弱」 に起 因

す る
一筆者）重大な問題 を処理する こ とがで き

る 」 と考 え た （Dowbiggin 匚1997］185；Farrar

［1931］92−94）。 彼 の 断種へ の 支持は、断種こ そ

が 社 会 問題 解 決 の 合 理 的 手段 で あ る と し

（Dowbiggin ［1997］186）、 各州政府 、 と りわ け

オ ン タ リオ州に対 して ア ル バ ー
タ州 に追随 し断

種法 を制定す る よ う要請 して い た ESC と方向
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性を同じ くして い たの で ある 。

　 1935年 2 月の ESC 代表団 とオ ン タ リ オ 州首

相、M ．ヘ プ バ ー ン （Mitchell　Hepb   ）と の 会見

に先立ち、ESC が提出 した事前資料の なか に は 、

ESC 会員で 遺伝学者 の マ ッ ク リン に よる、「精

神薄弱」者の 増加 を遺伝学的に裏付けた調査報

告書や 、前年に イギ リスで提出され た断種問題

検討委員会報告書 （Report　ofthe 　Departmental

Committee　on 　Sterilization）も含まれ てお り、同

州の 断種法制定を促す有力な根拠 となる と考え

られた （細川 ［2009a］7）。実際、 こ の 会見に お

い て オ ン タ リ オ州政府 は ESC 代表に対 し て 支

持す る印象 を与 えた とい う （細川 ［2009a］8；細

丿阿　［2010b］220）o

　 同時期に ESC 以外 に も、 断種法制定 を支持す

る 立場が あ っ た 。 20世紀初頭 に オ ン タ リ オ州

「精神薄弱」者調査官 と補助学級調査 官を歴任

し 、 1920年 に 連 邦保健 局 へ と異動 した女 性医

師の H ．マ クマ
ーチー （Helen　MacMurchy ， 1862−

1953） は、 1930年代 に社 会不 適応者 の 優生断

種を支持する論文を発表 して い る （MacMurchy ，

1934a；MacMurchy ，
1934b）。 彼女は カ ナ ダ の 代

表 的 な優 生 論 者で あ っ た （Brown ［2005］256−

259；Dodd ［1994］137；Dowbiggin ［1997］164ほ

か）。

　 こ の よ うに、ア ル バ ー
タ とブ リテ ィ ッ シ ュ

・

コ ロ ン ビ ア 両州に おける 断種法の 制定、専門家

や 連邦官吏に よる 断種の 支持、ESC に よる対政

府運 動 な ど を受け、 1930年代 の オ ン タリオ州

で は 、 断種法制定要求運動が 隆盛 とな っ たので

ある 。

　
一

方で 、1920年代 に は 「精神 薄弱」 を社 会

的脅威 とみ なす脅威論に批判的見解を示す者も

見 られ て い た （細川 ［2010b］223−224）。 た とえ

ば 、 CNCMH の 会員で作業療法 ・職業訓練部長

で もあっ た NL バ ー
ネ ッ ト （N ．L．・Bumette）は 、

1922年に CPHA 機関誌 へ 寄稿 した論文の なか で

次の よ うに 主張し て い る 。

　す なわ ち 、 「精神 薄弱」者 の 管理 の うえで 最

も重要 なの は指導監督で ある と し、「断種 は 『冷

血 的な案』で われ われ の理想 には不快 なばか り

か、他 の批判 を招 く」 と述べ た （Burnette 匚1922］

74）。
バ ーネ ッ トは 、 総収容政策が 財政的 に不

可能 で ある と考えた うえで、「精神薄弱」者の

大多数は 「環境が 正 しけれ ば、お とな しく、無

害な、満足 した生活を送 る可能性 をもっ て 」お

り、「能力に従 っ て教育 され 、 作業の 効率 を高

め られ 、 正 しい 生 活習慣 を獲得する よ うに教 え

られれ ば…
幸福 で有用 な生活」を送る こ とが で

きる と考えた の で ある （Bumette ［1922］72）、

　 もっ と も、CNCMH が 支持 した の は 、 「精神

欠陥」者を過密化が進む施設か ら解放す る た め

の 純粋 な解決策 として の 「選択断種」で あっ た

か ら （細川 ［2010a］103）、過激 な優生論者に よ

る 「強制断種」とは 目的を異に して い た 。

　 しか しオン タ リオ州で は 、 精神鑑定の ため に

病院へ 送 られ る者が 膨大な人 数で あ る こ とを是

正 す る た め、1938年 に 設置 された 同州 の 精神

衛生法運用検討委 員会 （Royal　Commission 　on

the　Operation　of 　the　Mental　Health　Act）が 、本人

や保護者の 承諾を得て の 選択的断種 を許可す る

法改正 を勧告 した こ とか ら、 同州の 断種法制定

は 確実 視 さ れ て い た （Dewbiggin ［1997］187；

Simmons ［1982］131−133）。

　 とこ ろ が、1930年代後半 オ ン タ リオ州 政 府

は 、 断種 を容認す る同検討委員会の 勧告 を受け

入れず、州議会で 断種法制定の 日程 まで 審議 さ

れ て い た もの の 、法案は結果的に否決 され た の

で あ っ た （Dowbiggin ［1997］187；Simmons

［1982］114）。 同州 で は断種 法 は成立 しなか っ

たので ある
3＞

。

皿． マ ギーによる 「精神薄弱」脅威論の否定 と

　　コ ミュ ニ テ ィ生活の構想

　オ ン タ リオ州における断種法成立 の 抑止力の

ひ とつ とな っ たの が 、 1927年か ら 1931年 の 4

年間 オ リリア 施設長を務め 、 その 後 1930年代

にオ ン タ リオ 州保健 省施設局 高官 を歴 任 す る

（the　Inspector　of 　Prisons　and 　Public　Charities

匚1931］3；the　Hospital　Branch ［1935］5）、医師の

マ ギーなの で あ っ た 。

　1919年 に 30歳 で 医 学博 士 号 を取 得 し た マ
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ギ ーは、1920年 か ら 1927年 まで オ ン タ リオ 州

ロ ン ドン の 連邦精神病院に勤務する傍 ら、 ウ ェ

ス タ ン ・オ ン タリオ大学で精神衛生学の 准教授

を務め て い た 。

　彼は、施設長就任期 間か らそ の 後 に かけて、

「精神薄弱」脅威論とそれ に基づ く断種の 実施

に不支持 の 立場 を とっ た の で ある 。

　その 理 由 に つ い て 彼 は 、 1930年 と 1936年 の

CPHA で の 講演にお い て 次の よ うに言及 して い

る 。 す なわ ち、 「精神薄弱者の 大多数は健常の

親か ら生 まれ て い る」 と して 、「精神薄弱」の

遺伝性 を否定 し、「精神 薄弱者 の 増加防止策 と

して の 断種は効果をもたない 」 との見解 を示 し

た の で ある （Simmons ［1982］125）。

　また彼 は、 「非常 に多 くの ソ ーシ ャ ル ワーカー

が 『
…
精神薄弱が非行の 原 因で ある』 と思い 込

ん で い る」 こ とを批判 し、「非行 は精神 薄弱者

と等 し く健常者に も起 こ る」 との主張を行 っ て

い た （Simmons［1982］125）。

　 さ らに彼 は、ア メ リ カ神経学会に よ る研究結

果に よれ ば 、 「精神薄弱」女性が健常女性 よ り

も多産で ある とい う説も否定され る こ とを示し

た 。 その 研究結果 とは、「精神薄弱者が生 まれ

る家族数は 、

一
般人口 の平均 よ りも低 く…精神

薄弱者が もつ 子 ど もの 数 は平均 よ りも大幅 に少

な く…精神 薄弱者 は一般 に比 して 出生率 は低

く、死 亡率は 高 い 」 こ と で あ っ た （Simmons

［1982］124−125）。

　 こ の よ うに、マ ギー
は ESC を中心 とした断種

支持派 の拠所で あ っ た 「精神薄弱」の 遺伝性と

社 会聞題の 主要因子 と して の 「精神薄弱」脅威

論を否定したの で ある 。

　 マ ギ
ーの もと で 副施設長 を務 め 、 その 後任 と

して 施設長 を 1931年 か ら20 年間務め た ホ ーン

もまた 、 マ ギ ーの 方針 を継 ぎ、 断種 法制 定 に

っ い て は慎重 な態度 を と っ て い た （Si皿 mons

匸1982］125；Archives　ofOntario ，
　RG29 −24−1−18）。

　ホ ーン は 、 ア ル バ ータ州優 生断種法 （1928年）

とそ の 実施 内容 に 関心 をもち、同州優 生 学委

員会の 資料や 断種同意書を入 手する な ど情報

収集に努め て い た （Archives　of 　Ontario，　RG29 一

24−1−18）。 当時オ ン タ リオ 州保健省 に い た マ

ギ ー
に宛 て た 1936年 3 月 の 書簡 の 中で 彼 は、

「精神欠陥の 防止 を促進する た め に 、 オ ン タ リ

オ州にお い て 断種法が制定 される べ きであ る」

が 、

一
方で 、 「こ の 問題 に つ い て わ れ われ は、

誇張的で急進的な意見 を廃 して 、 誠実な観点の

もとに率直に話 し合 うべ きであ るとい うこ とを

強調 して もしす ぎる こ とはな い 」と、慎重 な姿

勢を見せ て い る （Archives　of 　Ontario
，
　RG29 −24−

1−18， The　Letter　Dated 　March　2
，
1936）。

　 とこ ろ で 、マ ギー以前 に 1910年か ら1926年

に急死す る まで 施設長を務め て い た ダウ ニ ー

は 、 「精神 薄弱」 に関 して なん らの 資格 も経歴

も有 して い なか っ た が 、 就任後 は 「精神薄弱」

者の 施設収容 と施設内自立 を推奨する と と も

に 、 オ リ リ ア 施設の 大規模収容施設化 と経済的

運営 を重視 した施設運営を推進 した の で あ っ

た 。

　 ダ ウ ニ
ー

施設長 時代 に 同施 設 を訪 問 した

CNCMH 会員の M ．キ イ ス （Marjorie　Keyes）は、

「オ リリア 施設 で は広 い 部屋 が便器で埋 め尽 く

され て お り、 それ らに は重度級で 何もで きない

入所者が
一

日中縛 り付 けられて い た」 とい う衝

撃的 な報告 をし、同施設は 「満足 とい うに は程

遠 い 」 （Hackett ［1969］167） と述べ られ た ほ ど

劣悪 な環境で あっ た 。

　 ダ ウ ニ ーの 死後、新 た に 施設長 とな っ た マ

ギーは 、 彼の 理念を継承せ ず、一
部入所者の コ

ミ ュ ニ テ ィ生活 を模索す るよ うに なる の で ある

（Greenland 匚1963］333；Simmons ［1982］121−

127）。 彼が 「精神薄弱」者の 施設総収容策を支

持 しなか っ た 理 由の ひ と つ に は 、 「州 内 に は 6

万 人か ら 7万 人の 精神薄弱者が い る が、そ の う

ち施設に 入所 して い る の は約 2
，
000人 、 また 診

断を受けて い る者 は約 5，000人 に す ぎない 」 た

め、彼 らの総収容は物理的かつ 経済的に不可能

で ある と考えた こ と もあ っ た （Simmons ［1982］

124）。

　 マ ギーは就任 と同時に 、 CNCMH の メ ン バ ー

で トロ ン ト大 学 心 理 学 部 准 教 授 の E．D．マ ク

フ ィ
ー

（ED ，　MacPhee）ら 3名の心理学者を任用
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下 司　優 里

し、同施設で 入所者の研究 を開始 した （Simlnons

［1982］121）。 その研 究結果 をま とめ た共著書 、

「低知能者施設 （hospital角r　subno   als ）にお ける

訓練と研究」で は 、 入所者の 障害 、 病歴 、 教育 ・

心理 特性等の 調査内容 に加 え、1928年よ り同施

設で 開始 された教育 プ ロ グラ ム の 構 成、対象、

内容等が記述 されて い る （McGhie ＆ MacPhee
，

1929）。

　 1929年 に発表 された同著の なか には、「精神

薄弱」者の 訓練 と コ ミ ュ ニ テ ィ生活に対する マ

ギ
ー

の 肯定的見解 を認め る こ とが で きる 。 同著

にお い て彼は、多 くの 人 々 と 「精神薄弱」関係

者に よ り容認 され て きた 、施設収容 による 「精

神薄弱」者 の 社会的排 除で はな く、 社会へ の 包

括の重要性を提唱し、また入所者に 「よ り効果

的な訓練法 と よ りよ い ケア を提供 したな らば 、

…コ ミ ュ ニ テ ィ で幸福 か つ 生産的に、また 白他

に深刻な危険もな く就労する こ と の で きる者 を

増やす こ とがで きる」 と確信 的に述 べ て い るの

で ある （McGhie ＆ MacPhee ［1929］8−9）。また、

彼が 「精神欠陥者の 最 も経済 的な処遇方法 は コ

ミ ュ ニ テ ィ で 世 話 す る こ と 」 （McGhie ＆

MacPhee 匚1929］10）と述べ て い る こ とか ら、 彼

の 「精神薄弱」者の コ ミュ ニ テ ィ 復帰 の 論拠 は

脅威論へ の 反対だ けで な く、 経済的有効性 に も

あ っ たこ とが窺える 。

　なお、オ ン タ リオ州保健省施設局副官へ 着任

以 降の マ ギ ーは、1930年代に カ ナ ダお よ び米

国の 医学と心理学系の 雑誌 に数件の 論文 を寄せ

て い るが （McGhie ，
1937；McGhie ，

1939；McGhie ，

1941；McGhie ＆ Brink，1934）、 その 内容は広 く

精神疾患お よび精神病院入院患者を対象として

お り、「精神薄弱」者 の コ ミ ュ ニ テ ィ 生活に つ

い て の 論及はみ られ な くなる 。

］V．才 リリア 施設 における地域生活 を意図 した

　　教育 ・訓練機能の強化

　マ ギ
ー

の 理 念 の もと、1920年代末か ら 1930

年代の オ リ リ ア 施設 に お い て 実際 に採用 され

た 、 入所者 の コ ミュ ニ テ ィ 復帰策 は ど の よ うな

もの で あっ たの だろ うか 。

　 オ ン タ リオ州議会に提出され た オリ リア施設

年報お よび マ ギーの 著書 の 記述か ら、同施設 に

お ける コ ミ ュ ニ テ ィ復帰策の 主柱お よび施行年

として以 下 の 3つ が あげ られ る 。

　  社会生活 を 目指 した 施設内教育お よび職

　　　業訓練 （1927年）

　  コ ミ ュ ニ テ ィ へ の 適応訓練 の ため の 仮退

　　　所制度 （probation）の導入 （1928年）

　  退所 へ の 段階 的措置 と し て の コ ロ ニ ー

　　　（Colony　House）の 設置 （1939年）

　 こ こ で は 、 それぞれの コ ミュ ニ テ ィ復帰策の

目的、対象と方法を明らか にする 。

　 オ リ リ ア施設で は まず、施設の 教育事業と し

て、 1927年に教 育 ・訓練 の 内容別 に 「就 学前

学級 （pre−school ）」、 「下級学級 （lower　schoo1 ）」、

「上級学級 （upper 　school ）」、そ して 「職業訓練

学級 （trade 　school ）」の 4 段階 の 学級を設置 し、

マ ク フ ィ ーの 指揮の もと、施設職員に よ っ て指

導が 行わ れた。

　各学校 にお ける教育 ・訓練 内容は、基本的 に

Table　lの 通 りで あ り、 マ ギー
は必要に応 じて修

正す る として い る （McGhie ＆ MacPhee ［1929］

20）。

　教育事業 の 対象は施設入所者で あ り、各学級

に何名の 「生徒」が配 置され て い た の か は明 ら

か で な い が 、各生 徒の 達成度 に よ り、 教 師の 判

断で 配置や 進級が決定 されて い た
4）

（McGhi 巳 ＆

MacPhee 匚1929］20）。 と りわ け上 級学級以 上 で

は、早期教 育 ・訓練 の 有効性 と教育 ・訓練 内容

が高度で ある点か ら、主に若年 の 「精神薄弱」児、

お よび 「魯鈍」や軽度 「痴愚」の 者が対象 とな っ

て お り、比 較的高 い 年齢の 重度 「痴愚」は若干

名が含まれ て い た
o
（McGhie ＆ MacPhee ［1929］

24．25）。

　続 い て 、1928年 に 開始 さ れ た 仮 退 所 制 度

（probation） は、施設 の監督の もと入所者が 自

身の 家庭ある い はそ の ほか の 家庭
6♪

にお い て生

活を送る と い う、退所へ 向けた段階的訓練事業

で あ っ た。 マ ギ ーは、1928年 11月まで に 「28

人の 生徒が 仮退所 し、彼 らは コ ミ ュ ニ テ ィ へ の

適応 に成功 して お り、 また 自身で 生 計を立 て て
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Table　1　施設内学校に おけ る教育シ ス テ ム

就学前 下級学校 上級学校 職業訓練学校

1．散歩　　　　　1．感覚訓練

2 ．会話　　　　　2 ．筋肉協調

3 ．排泄 の 訓練　　 3 ．幼稚 園

4 ．食事の 練習　　 4 ．言語

5 。着替え の練習　 5．体操

6 ．他者 と の 遊 び

1 ．計算

2 ，読み と文学

3 ．書 き

4 ．作文

5 ．綴 り

6 ．音楽

7 。社会科学

8 ．自然科学

9．手工 訓練

10．家政

ll．体操

12．裁縫

男子 ：塗装 と壁紙貼

り，ブー
ツ 作 り，

テ
ー

ラ
ー

， 配管業，

蒸気官工事業 ， ボイ

ラ
ー室作業，庭園

業 ， 菜園業 ，搾乳，

厩作業，家禽の 世

話 ， 農業，大工 ，パ

ン 焼 き， 貯 蔵

女子 ：裁縫 ， 料理 ，

洗濯，保護棟で の仕

事 ， メ イ ド， 修繕

食卓準備

出典 ：McGhie ＆ MacPhee ［1929］19．

い る事実か ら判断する に 、 学校事業 は成功する

で あろ う」と述 べ （the　Inspector　of 　Prisons　and

public　Charities［1929］10）、仮退所事業へ の満

足的評価 と施設の 教育 ・訓練事業へ の 期待を示

して い る 。

　さ らに 、
コ ミ ュ ニ テ ィ の なかに住居 （Colony

House ）を設 け、そ こ にお い て 「精神薄弱」者

が小集団で生活 を送 りなが ら地域生 活 へ の 準備

を行 うコ ロ ニ ー ・
シ ス テ ム は （Simmons ［1982］

127）、1939年に本格的に開始され た 。 8年前の

1931年に も同様の 試み が なされ て い た もの の 、

開設か ら間 もな く火事に よ り家屋が焼失 し て い

たの で ある （the　Hospital　Branch ［1932コ19）。

　 こ れ ら仮退所制度お よび コ ロ ニ
ー ・シ ス テ ム

とい う、い わば退所訓練事業の 対象者 に つ い て

は、そ の年齢 、 障害の 程度 も含 め 、 史料 には記

述が な く未明で ある 。 しか し、仮退所者お よび

コ ロ ニ
ー
措置者の 性別 と人数に つ い て は、オ ン

タ リオ州公文書館所蔵の オ リ リ ア 施設資料か ら

知るこ とが で きる 。

　Fig ．1 は 、 オ リリ ア 施設入所者 に 占め る仮退

所者 と コ ロ ニ ー措置者の 割合の 推移を示 した も

の で ある 。

　オ リ リア 施設の 入所者数 は、1920年代 後半

に は 1
，
400人 を 超 え、 1940年 に は 2

，
000人 以 上

とな っ て い た。 こ れ に比 して 仮退所者数 は、初

年度 の 1928年度が 36 人 で あ り、そ の 後年度 に

よ り増減 はあ る もの の 、 1940年代 前半 まで ほ

ぼ毎年 、 数名 か ら20名 ず つ 増加 し て い た 。 そ

の ため 、 入所者数 に 占める仮退所者 の 割合 は約

3 〜 6％ の 間で 推移 し 、 大 きな変動は み ら れ な

い a

　ま た 1939年の コ ロ ニ
ー再 開後 の 最初 の 3年

間は女性 の み 8 〜 13人が 対象と な っ て い たが 、

1943年度 には男性用 コ ロ ニ ーも設置 され 、 1940

年代半ば以降は 毎年 100人前後 、 す なわ ち施設

入所 者 の うち約 5 ％が コ ロ ニ ー対象 とな る な

ど、同事業は拡大 を見せ る 。 したが っ て 、 同施

設で 導入 され た段 階的退所訓練制度 ・シ ス テ ム

は急激な拡大は しなか っ た もの の 、一
定の 成果

をあげ つ つ 1940年代 まで 継続 して い た と い え

よ う。

V ．結論

　1920年代か ら 1930年代の オ ン タ リオ州で は 、

「精神薄弱」脅威論に対する支持 と懐疑 の 両方

の 研究成果や政策が提 出され て い た。

　な か で も1918年 に 結成 さ れ た CNCMH は、

1920年 前後 に 実施 した全 国 7州 に お ける 「精

神薄弱」者実態調査 の結果 を受けて、「精神薄
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　　　　　　　 Fig．1　仮退所者お よび コ ロ ニ
ー

措置者割合 の 推移

　　　　　　　　　　　　　出典 ：Archives　ofOntario
，
　RG29 −24−1−4 をもとに筆者作成．

　　　　　　　　　　　　　 注 ：パ ー
セ ン テ

ー
ジ （％）は ， 入所者に 占め る割合．

弱」者を含む 「精神欠陥」者の 増加を防止 す る

一
方策と して 、断種を示唆する 。 CNCMH は 「精

神 薄弱」を社会問題の 最大 の 根源 と捉 え、 その

主た る 発生 要因は 遺伝 に ある とみ な して い た の

で ある 。

　ア ル バ ー
タ とブ リテ ィ ッ シ ュ

・コ ロ ン ビ ア 両

州で 断種 法が 制定され る と、1930年に 結成 さ

れ た ESC は、内部に資産家 、 医師 、 学者 と い っ

た有力者を擁し、と りわ けオ ン タ リオ州政府 に

対 して 、西部 2 州 に追随 して 断種法 を成立 させ

る よ う積極 的な運動 を展開 した 。 しか し結局、

オン タリオ州で断種法が成立する こ とは なか っ

た 。

　 同州 にお ける断種法制定 の 抑止力 とな っ た の

は、「精神薄弱」脅威論 と断種実施へ の 不支持

の 立場を と っ た州立 オ リ リ ア 施設長の マ ギ ーで

あ っ た 。 彼 は 、 「精神 薄弱 」者 多産説 の 否定 、

断種の効用の否定の ほか 、 社会的病理 の原因は

「精神薄弱」で は な く非行で あ る と の 主張 を行

い 、断種の 実施とそ の 根拠 とな る 「精神薄弱」

脅威論を否定 した 。

　さ らに彼は 「精神薄弱」者の 施設へ の 隔離総

収容の 限界と社会的包括の 必要性 、 さらに入所

者が施設外で 生活する ことによる経済的効率性

とその た め の 訓練の 有効性 を根拠 と して 、 入所

者の コ ミ ュ ニ テ ィ復帰 を提唱す る 。

　マ ギ
ー

の もと、オ リ リア 施設で は主 と して以

下 3 つ の コ ミュ ニ テ ィ復帰策が 導入 され、1930

年代に は後任の ホー ン 施設 長へ と継承 さ れた 。

まず、施設内に お ける社会生活 を意図 した教育

お よび職業訓練 、 次 に コ ミ ュ ニ テ ィへ の 適応訓

練の ため の 仮退所制度の 導入 、 そ して コ ミ ュ ニ

テ ィ へ の コ ロ ニ ーの 設置 で あ っ た 。 こ れ らの 事

業 は
一定 の 成果 をあげつ つ 1940年代 まで継続

され る こ とか ら、マ ギ
ー

お よび ホ
ー

ン に よる入

所者の コ ミ ュ ニ テ ィ復帰策 は
一

応の 成功 と と ら

える こ とが で きる で あろ う。

　しか しなが ら、当 コ ミ ュ ニ テ ィ 復帰策の 対象

は比 較 的軽度 の 「魯 鈍」児 で あ り、1970年代

以降の オン タリオ州 にお ける脱施設化政策が 目

指す、重度の知的障害者まで も含め た地域生活

移行 よ り、 限定的な方策で あ っ た と い える 。

　とは い え、戦前に お い て 施設入所者の コ ミ ュ

ニ テ ィ 移行 の取 り組みが
一

定の 成果 を上 げて い

た こ と、その 背景 には当時の 2 人の 施設長 に よ

る緻密か つ 慎重な処遇方針があ っ た こ とは 、 こ
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カ ナ ダ に お ける 「精神薄弱」者施設入所者の コ ミ ュ ニ テ ィ 復帰の 構想 と方策

れ まで隔離収容策へ の 反発が根拠 とされ て きた

戦後カナ ダ ・オ ン タ リオ州の 脱施設化運動を 、

改めて 再考す る うえで の 新 たな知見 を提供す る

もの である 。

註

1） そ れ ぞ れ の 知能指数 （1．Q，） は お お むね、「白痴」

　 が 25未満、「痴愚」が 25〜50未満 、 「魯鈍」が

　 50〜70で あ っ た （the　Hospital　Branch，1935）。

2）同協会は、1909年に結成された全 米精神衛生協

　 会 （the　Nationa1　Committee 　on 　Mental　Hygiene ）

　 に 追 随 す る形 で 発足 した も の の （Canadian

　 Journal　of　Mental　Hygiene［1919］1）、その 前身

　 は 1912年に 設立 さ れ た 、 オ ン タ リ オ 州 「精神

　 薄弱」者 ケ ア 協会 （the　Provincial　Association　for

　 the　Care　of 　the　Feebleminded ，以 下 PACFM ）で

　 あり　（Dowbiggin ［1997］167；thc　Feeble−Minded

　 in　Ontario［1917］11）、　 CNCMH の 創設者 の ひ と

　　りと なる 精神科 医の C ．K ，ク ラ ーク （Charles

　 Kirk　Clarke， 1857−1924）は、　 PACFM の 会長 を

　 務めた 人物で あ っ た 。 CNCMH は 、 「精神的要

　 因が 主要因子 とな る、犯 罪、売春、貧困、失業

　 とい っ た大儀難問」を解決する とい う目的の も

　 と　（the　Canadian　Medical　Association［1918］551；

　 MacMurchy
，
ユ916a；MacMurchy ，

1916b；Canadian

　 Jo  al　ofMental 　Hygiene 匚1919］1−3）、1918年か

　　ら1922年ま で 全国 7 州 で 「精神薄弱 」者 の 実

　 態調査 を実施した結果、移 民の なか に軽度の 「精

　 神薄弱」 者が多く含 まれ て い る こ と を指摘 し、

　 こ うした移民の入国拒否が望 ま しい としなが ら

　　も、「「異常 な人 々 の 増加 を防 ぐた め の 』
一方策

　　として 断種がある」こ とを示唆 した （Christian

　 ［1973］7，9；Dowbiggin ［1997］179；細川 ［2009a］

　 3；細川 ［2010a］100；McLaren ［1990］99）。

3）こ の 理 由に つ い て 先行研究で は、医師や科学者

　 に よ る優生学へ の 抵抗 の ほ か に （細川 ［2010b］

　 223−225）、以下 の要因が提示さ れ て い る 。 第一

　 に 、 オ ン タ リ オ 州で は西部 2 州よ りも、断種に

　 反対 す る カ トリ ッ ク の 勢力が 強 か っ た こ と

　 （Dowbiggin ［1997］187−188；細川 ［2010b］222；

　 McLaren ［1986］144）。 第二 に、断種法制定強硬

　 派 の 親ナチ的な主張が第二 次世界大戦勃発 と と

　 もに 急 激 に 支持 を失 っ た こ と （Dowbiggin

　 匚1997］187；細丿lI［2009a］8；細 ，li［2010b］222）。

4 ）マ ギ
ーは 、 学校の 学 級編成お よ び 教育 ・

訓練 内

　 容の 適正化を図る た め に、学級ご との対象児の

　 生活年 齢、精神 年齢 （M ．A ．〉、　 LQ ．を定期 的 に

　 検査すべ きとしたが、こ れ らM ．A ．や 1，Q，を入級・

　 進級 の判定基準として採用する こ とはなか っ た

　 （McGhie ＆ MacPhee 〔1929ユ20）。

5）オ リリア施設入所者の 障害程度別の 割合は 、 記

　 録 の あ る 1934年か ら1940年で はほ ぼ変化 は見

　 られない （Table　2）。

6）
一
般家庭の ほ か、1867年か ら トロ ン トに設置さ

　 れ て い た、刑務所出所女性の 地域生活へ 向けた

　 中間施設 （half−way 　house） も仮退所先 となっ て

　 い た （Simmons ［1982］128；Archives　of 　Ontario，

　 RG29 −24−1−8）。

文献
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，
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Table 　2 入所者の 障害 の 種類 と程度

「白痴」　 「痴愚」　 「魯鈍」 繋
「精薄」

以外
合計

1934年　人　　378

10月末　％　 2LO ％

981 380 43 23 1，805

54，3％ 21，1％ 2．4％ 1．2％ 100％

1940年　人　　440

3月末 　％ 　 22，0％

1
，
012 489 10 1

，
999

50．6％ 24．5％ 2，4％ 1，2％ 100％

出典 ：the　Hospital　Branch ［1935］70； the　Hospital　Branch ［194工］115．
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A  Historical Study on  the Conception and  Measure of  Community  Living of  the

 
"Feeble-minded":

 Focusing on  the Ontario Hospital for "Feeble-minded"  at

             Orillia from  the End  of  1920s to the 1930s Canada

Yiiri GESHI

  The  purpose of  this study  is to investigate the conception  and  rneasure  of  coTnmunity  tiving of  the

"feeble-minded"

 in the Ontario Hospital for "Feeblelminded"

 at Orillia from the 1920s to the 1930s.

At  that time  the  Canadian National Committee  for Mental  Hygiene  and  the Eugenics  Society of

Canada suggested  sterilization as a measure  to prevent the number  ofpeople  with  
`tmental

 deficiency"

from increasing and  actively  campaigned  to persuade  the  government  of  Ontario to pass the

Sterilization Act. Around  the  same  time,  anti-sterilization  views  were  being aired  in the Canadian

Public Health Association. In addition,  B. T. McGhie,  the Superintendent of  the  Ontario Hospital for

"Feeble-minded"

 at Orillia, disapproved the implementation of  sterilization. Instead of  social

segregation  and  institutionalization, he insisted the importance of  societal assistance  for "feeble-

rninded"  people and  pointed out  the possible economic  gains if they admitted  to various  institutions

were  to be able  to live norrnal  lives in their communities.  He  and  S. J. W.  Horne, his successor  as  the

Superintendent, also  initiated the fo11owing measures  in his institution: implementation of  an

educational  program to previde training to help 
"feeble-minded"

 inpatients live normal  lives in their

communities,  adoption  ofa  probation system,  and  establishment  ofcolony  houses.

Keywords:  Canada,  the  Ontario  Hospital  for "Feeble-minded"

 at  Orillia, "feeble-minded",

         communityl  eugenics
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